過誤申立にあたっての注意事項

介護保険において、サービス事業所等に対する国保連合会からの支払確定額を決定した後に、これらの決定額に異動が生じ取り下げる場合、介護給付費明細書の取消（返戻）申立をしてください。
■提出方法
窓口にお持ちいただくか、郵送にてご提出ください。FAXによる受付はできません。
■提出書類
	過誤方法
	提出依頼
	提出先

	通常過誤
	介護給付費明細書等取消（過誤申立書）
	保険者（入間市）

	同月過誤
	介護給付費明細書等取消（過誤申立書）
	保険者（入間市）

	
	同月過誤処理依頼書
	国保連・保険者
※保険者へは写しを提出


■締め切り
同月過誤：前月の末日まで
通常過誤：毎月１0日まで
※郵送の場合は必着
■処理日程
過誤処理は国保連から市に給付実績が届いてからでないと処理ができません。請求月の翌月からの取り扱いとなります。
例：１月利用分→２月請求→３月決定（毎月中旬に実績取込）
→３月通常過誤から処理可能（同月過誤の場合は４月から処理可能）

☆参考☆
通常過誤
過誤申立を行い、誤って決定された介護給付費明細書を取り消します。事業所は『介護給付費過誤決定通知書』を受け取った後、請求期間中に正しい介護給付費請求明細書を国保連に提出します。
事業所は一度支払われた介護給付費を全額返納します。ただし、実際には毎月の通常支払分の金額から、過誤調整金額分を相殺するかたちになります。
特段の事情（実地指導等で返還金額が多くなるなど）がない場合は、通常過誤での処理となります。
同月過誤
過誤申立を行った月に再請求を行い、金額調整を行います。
正しい請求額と誤った請求額の差額のみを、通常支払分の金額から相殺します。
過誤と同じ月に給付管理票の修正は行えません。再請求にあたり、給付管理票の修正が必要な場合はご注意ください。









